




法で個性を
研ぎ澄ませ

法はすべてにつながっています。

デジタル化が進み、国内外のさまざまな人々

や情報と、私たちは直接結びつくことができ

ます。自分の日常とは無縁に思える出来事と

も、必ずどこかで関係しているのがグローバル

化です。

これからの日本と世界を担うみなさんは、一人

ひとりが自分で考え、社会の一員として行動し

ていかなければなりません。

法律学・政治学を学ぶということは、たえず

自身の個性を研ぎ澄ませながら、それらを考

える力を培っていくことにつながるのです。



個性を磨き、
ひとびとや社会と繋がる
喜びを知るために

　ようこそ「個性のススメ」へ。学部長の堤

林です。

　慶應義塾大学法学部には、多様な個性か

らなる小宇宙がたくさん、モザイクのように

結集しています。ご覧のとおりここでは、大

学でともに学ぶ教員と学生はもちろん、社

会で大活躍されている卒業生の方々からも

法学部の魅力を語る声を集め、そこから開

ける世界へとみなさんをいざなっています。

　これは単に「法学部のススメ」ではあり

ません。わたしたちが目指しているのはまさ

しく「個性のススメ」であり、それぞれが小

宇宙として思いっきり輝けるようなプラット

フォームを整えることです。そして大学の内

外を問わず、みなさんがひとたび法学部に

身を置いた仲間として互いに繋がり、社会

や世界─つまり大きな宇宙をよくしよう、

自分にとってもみんなにとっても大切なも

のを守っていこう、と日々尽力する起点とな

ることです。ここに集められた小宇宙を覗

けば、それぞれが実学の精神や学問を通じ

て、より大きな宇宙へと働きかけている姿

が垣間見えると思います。

　今日の世界には深刻な問題が山積してい

ます。パンデミック、環境破壊、貧困、社会

的分断、エネルギー問題、食糧問題、地域

紛争─こうしたグローバルにしてローカ

ルな危機を回避し、みんなが充実した生を

営み、フェアと思えるような世界を実現する

にはどうすればよいのか。もちろん、問題解

決には世界中のひとびとの協力が必要不可

欠です。けれども、ローカルな次元から繋

がって、その輪を広げていくというアプロー

チが不要となることは決してありません。

　慶應義塾大学はそのような活動を育む一

つの拠点です。大宇宙が小宇宙を包摂する

ように、グローバルにはローカルが含まれ、

世界や社会は個人の活動によって成り立っ

ています。そして法学部では、

社会と個人との結びつき、構

造そのものを見つめる学問を

学ぶことができるのです。慶

應義塾の理念として福澤諭

吉の掲げた「気品の泉源、智

徳の模範」は、まさに社会の

なかに生きて働く個人の理想

像を謳ったものともいえます。

　みなさん、学問を通じて個

性を磨き、ひとびとや社会と

繋がる喜びを知るために、法

学部で勉強してみませんか。

法学部長 法学部教授

堤林 剣 先生
（つつみばやし けん）
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達人に学ぶ
至福の4年間

　みなさん、こんにちは。日吉キャンパスに

おける法学部教育のまとめ役をいたしてお

ります日吉主任の大久保教宏です。

　慶應義塾大学法学部の自慢は何と言って

も教授陣です。いずれ劣らぬ学問のいわば

達人であり、学問を通じて個性を磨いてき

た先達です。学部卒業後、志を内に秘めて

大学院に進み、修士論文を書き、博士論文

を書き、海外に留学し、外国語を身に着け、

膨大な資料を収集して読み解き、フィール

ドワークを行い、実験を繰り返し、研究成

果を学会で発表し、本を出版し、後進を指

導してきた人たち、学問に献身してきた人た

ちです。

　分野的にも、法律学・政治学の諸領域は

もちろん、歴史、文学、言語学といった人文

科学や、物理、生物、化学、心理学といった

自然科学など、多種多様な専門の達人がそ

ろっているのが、法学部の大きな特徴です。

ロシア語、アラビア語のように、他の大学

や学部では学ぶ機会が少ない言語の達人も

おります。法はすべてにつながっている─

法律や政治はさまざまな社会現象、自然現

象と密接に関連しており、法律学・政治学

の高峰を目指すなら、それらの現象を扱う

他の学問領域も学んで十分にすそ野を広げ

ておく必要があります。法学部に多彩な分

野の達人がいるのはそのためです。達人の

もとで学問の面白さ、奥深さを教わり、人類

が積み上げてきた学問的成果を吸収し、卒

業研究等を通して自らも能動的に学問的成

果の積み上げに貢献する4年間は、みなさ

んのその後の人生にとって大きな意味を持

つ至福の4年間となるはずです。法学部は、

みなさんがそのような4年間を過ごせるよ

う、万全の体制を整えています。この冊子を

通して、至福の4年間をぜひ想像してみてく

ださい。

　スペースの都合もあり、この冊子では、

達人ぞろいの法学部教員全

員の姿を紹介することはでき

ません。他にどのような達人

がいるのかは、入学後のお楽

しみ。現役法学部生の至福の

表情にもぜひ注目してくださ

い。まずは日吉キャンパスに

て、みなさんにお会いできる

のを心待ちにしております。

法学部日吉主任 法学部教授

大久保教宏 先生
（おおくぼ のりひろ）
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パラダイムシフトの

旗手となれ

パンデミック、少子高齢化と人口減少、激動す

る国際政治、待ったなしの気候変動―

私たちはいま、時代の転換期を生きています。

人々の生活はどのように変わっていくのか。望ま

しい世界のあり方とは何か。そのために、法は適

切なのか。政策をどうするのか。それらをどのよ

うに決めて、実行していくのか。

これらはすべて、法律学・政治学の課題です。

これまでの「あたりまえ」が通用しなくなるとき、

求められるのは、専門性に裏付けられつつ、常

識を乗り越えていく想像力や行動力です。

法律学・政治学の最先端を究めながら、語学・

教養を修めて広い視野と人間への洞察を磨く。

私たちがめざすのは、パラダイムシフトの旗手を

育む大学教育です。
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　社会の秩序を維持するためには、罪を犯

した者に対して適切な処罰を加えることが

必要です。他方で、どのような行為が犯罪

として処罰されるのかがわからなければ、市

民は常に処罰の恐怖におびえなければなら

ず、安心して生活することができません。そ

のため、刑法には、あらかじめ法律に犯罪

として定められた行為でなければ処罰する

ことができないというルールがあります。し

かし、時代は激しく変化しますので、どうし

ても、法律を作った時には想定できなかっ

た事象が起こります。最近、話題となった例

として、元交際相手の自動車にGPSを密か

に取り付けてその動向を探る行為がストー

カー規制法上の「住居等の付近において見

張り」に当たるかが問題となった事件があり

ました。GPS機器を誰でも容易に入手でき

るようになったことから、このような事件が

生じたのです。

　こうした、立法当時には想定していなかっ

た事件が発生した場合、条文の文言、条文

の趣旨、立法経緯などを考慮しながら、そ

の行為を処罰するのが合理的といえるかど

うかを判断する必要が生じます。法律の解

釈・適用は六法や判例集が手元にあれば

簡単にできると思われるかもしれませんが、

実はそうではありません。ときにはその判断

をめぐって複数の立場が対立し、激しい議

論の応酬がなされます。

　時代の変化に対応するためには、当然、

適宜・適切な法改正や立法も必要です。最

近、大きな注目を集めているのが、性犯罪

に関する刑法の規定の改正です。性犯罪に

ついては、被害者の心理や被害の実態に関

する研究が進んだことなどにより、社会の

受け止め方が大きく変化しました。そのた

め、世界各国で規定の見直しが行われてい

ます。日本でも2017年に大きな改正が行

われましたが、さらなる見直しが検討されて

います。このように、隣接学問分野の研究

成果、社会の価値観の変化、諸外国の動

向などに目を配りつつ、あるべき法制度の

姿を考えるのも法律家の重要な役割といえ

るのです。

時
代
の
変
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生
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学 生 の 論 文

　普段使わない学問でも、その思考過程が

《為になる》と、よく聞きます。そして私は、

その点において最も《為になる》学問が刑法

だと思うのです。日常、刑法に直接関わる機

会は多くありませんが、論理的思考が求めら

れる機会は山のようにあります。刑法は、そ

んな思考を養う最たるものかもしれません。

刑罰の根拠が論理的でなかったらやり切れ

ません。

　刑法における論点はいくつもの学説が対立

し、その解釈は時に刑法全体に波及します。

そのため刑法学習は最高の仮定作りの場で

す。ある学説対立を巡って議論すると、他の

論点との整合性、幅広い観点での検討と想

像力が求められます。さらに、医事・経済の

判例を題材とする佐藤ゼミでは、広範な社会

問題との関わりも見逃せません。ゼミで学ぶ

刑法の面白さはここにあります。

　そして、意見の異なる相手と説得的な主

張を展開し意見交換するなか、現代を生きる

我々の価値判断という名のバランス感覚を常

に研ぎ澄ますことが求められます。この感覚

こそ、過去の集積から世界のこれからを想像

し解釈する力になると信じます。

法律学科

法律学科の学生もパラダイムシフトの旗手となるべく日々研鑚を積んでいます。それを示すのが、年2回刊行される
『法律学研究』です。学部学生の研究成果を活字化する学術雑誌は全国的にも珍しく、毎号、ゼミでの共同研究や
個人研究が多数寄せられます。最近の号で掲載された論文のタイトルを、いくつか紹介しておきましょう。

◎ 雇用多元化社会における均等・均衡待遇
◎ 将来の権利・法律関係の確認の訴えの利益
◎ 国際司法裁判所による仮保全措置命令の目的に関する一考察
◎ 日本の医療提供体制における課題と対策
◎ 二重起訴禁止と相殺の抗弁について
◎ 退任後取締役の競業避止特約における
 有効性要件と代償措置の意義
◎ 国際法から見る日本の宇宙資源法の法的課題と
 その解決の方策
◎ 権利能力なき社団についての訴訟処理

◎ メキシコ憲法における人権の保護と救済制度
◎ 遺伝資源を巡る条約関係に関する一考察
◎ 現行法上の民事訴訟手続きとそのデジタル化
◎ 外国取引反トラスト改善法の適用に関する考え方
◎ 競争法の二面プラットフォーム市場への評価の在り方
◎ 合併規制における効率性評価の在り方
◎ 武力紛争時における環境保護規定の課題と展望
◎ 後遺障害についての損害賠償請求における既判力の作用
◎ 「敵対行為への直接参加」概念について

学 生 の 声
パラダイムシフトの旗手となれ
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　アメリカの2020年大統領選挙で、再選

をめざすトランプ大統領は人種や党派間の

対立をあおり、選挙の正当性を認めようと

しませんでした。年明けにはトランプ支持派

が議会を襲撃する事件まで起きています。

　しかしアメリカでは、トランプの登場以前

から、人種や階層等の社会的な亀裂と二

大政党間の対立が重なる形で、対立党派の

人々を嫌悪し危険視する傾向が強まってい

ました。各州では、敵対する党派を打ち負

かすべく、とくに共和党が選挙区の区割り

や投票の手続きを操作するなど、民主的な

手続きを通じて民主主義の制度的な土台を

掘り崩しかねない動きも生じています。

　アメリカに限らず、自分達だけが正しいと

いう独善的な見方から反対勢力を敵視する

姿勢が、ポピュリズムなどの形で他の国々

でも目につくようになっています。政治体

制、つまり国全体の政治の大枠に関する研

究では従来、一度民主主義が安定すれば、

以後体制は変わらないと考えがちで、どう

やって独裁国家などを民主政という「ゴー

ル」に導くかに関心が集まっていました。そ

れが、先進国でも民主主義からの「後退」

が懸念され、競争的な選挙といった民主的

な要素を含む非民主主義体制の存在も注

目されるようになっています。

　このように、政治学では研究対象となる

事象の深い理解と、計量的な分析も用いて

幅広い現象を一般的・抽象的に説明しよ

うとする姿勢の両方が求められます。私も、

一般的な理論を踏まえつつ、アメリカで二

大政党がイデオロギー的に分極化していく

過程を歴史的に検討して、民主主義がどの

ように分断と対決の道にはまり込んできた

のかを解明しようとしています。問いの探求

には文理の垣根も越える政治学の貪欲な

姿勢は、福澤諭吉先生のいう「実学〈サイ

ヤンス〉」の精神に通じるものといえます。

学生諸君にも、様々な考え方に触れるなか

で「知的な欲張り」になってもらうよう心が

けています。

民
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政治学科の学生もパラダイムシフトの旗手となるべく日々研鑚を積んでいます。それを示すのが、年2回刊行される
『政治学研究』です。学部学生の研究成果を活字化する学術雑誌は全国的にも珍しく、毎号、ゼミでの共同研究や
個人研究が多数寄せられます。最近の号で掲載された論文のタイトルを、いくつか紹介しておきましょう。

　アメリカは日本にとって関係が深い国の一

つです。4年に1度行われるアメリカ大統領

選挙は日本国内でも注目を浴び、特に候補者

の勝敗は大きな話題になります。しかし、大

統領選挙を単なる人気投票と言い表すことは

できません。数百年前から続く歴史、人種や

ジェンダーをはじめとする多様な政治争点、

二大政党を取り巻くメディアや利益団体の存

在など、様々な要素が合わさってリベラル派

と保守派のイデオロギー対立が起こり、あの

熱戦が繰り広げられるのです。

　岡山裕研究会では、アメリカの政治構造

や歴史を学び、アメリカの現況や未来を論理

的に考えます。身近な存在でありながら、日

本とは全く異なる性質を持つアメリカを追究

することに面白さを感じるだけでなく、多角的

な視点を持って日本を客観的に捉えることに

繋がっているようにも思います。更なる情報化

や国際化が進む今日において、論理的思考

や自国を客観視する姿勢を大事に過ごしたい

と日々感じています。

学 生 の 声

政治学科

◎ 仏独関係の欧州平和への影響
◎ 石油と国際紛争
◎ 片岡直温の政治家像
◎ ニース条約が与えた理事会の意思決定への影響
◎ 里親委託における自治体間格差の要因分析
◎ 難民をつくり出す政治権力
◎ 濱田國松の選挙地盤確立過程についての一考察
◎ 中華人民共和国と朝鮮民主主義人民共和国の二国間関係
◎ 二元的グローバル正義構想の可能性と課題
◎ 明治初期のロシア語教育と対露外交担当者の動向について

◎ 三木清とカール・シュミットによる
 二種類の否定の意味について
◎ アジアの構造変化とASEAN の中心性の動揺
◎ 在日中国人若者の被差別経験
◎ ポピュリズムは民主主義を後退させるのか
◎ 現代権威主義国家における国家元首の世襲条件
◎ ギールケにおける〈ドイツ自然法論〉と「正義」

学 生 の 論 文

パラダイムシフトの旗手となれ
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　2020年に新型コロナウィルスは私たち

の日常と価値観を根底から覆しました。ウィ

ルスは高齢者や少数民族の人々、有色人

種など、弱者やマイノリティといわれてきた

人々を真っ先に襲ったことで、私たちがコ

ミュニティと呼ぶものの暗部に光を当てま

した。この社会的不平等は、アメリカで起

こったBLM運動と結びつき、世界的な運

動を引き起こしました。アフリカ系アメリカ

人に対する暴力と差別は、奴隷貿易と植民

地支配という同じ人間の搾取の歴史に由来

するからです。

　また当然のように享受していた文化的な

活動がストップした際に、いち早くアーティ

ストの緊急支援を行ったのがドイツでした。

3月23日にグリュッターズ文化相の次の言

葉を受けて、芸術家を含む自営業者への6

兆円の緊急支援が発表されました。「アー

ティストは、今、生命維持に必要不可欠な

存在だ。」イギリスも3月24日に、最初の

芸術救済資金、216億円の投入に踏み切

りました。日本では、文化庁が支援策を発

表したのがようやく7月6日のこと。多額の

560億円が用意されたとはいえ、申告の複

雑さや使い勝手の悪さは、当事者の目線に

立っているとは言い難いものでした。

　このような社会問題や意識の違いは

COVID-19が作り出したものではありませ

ん。歴史の中で培われてきたものが、今回

のパンデミックで顕在化したのです。

　そして、ウィルスはこの長い歴史の中で

何度も人間を襲い、人々はウィルスとの共

存の道を探ってきました。人間もウィルスも

自然の一部です。ウィルスとの共存は、人

間のレジリアンス（強靭さ）の精神と新たな

文化を生み出してきました。

　私の専門は19世紀のイギリス文化です

が、19世紀は現在と切り離されてはいませ

んし、イギリスの歴史から日本にいる私た

ちが学べることはたくさんあります。そして

今ここに生きていることそのものが、過去

を引き継ぎ世界に向けての歴史を創り出し

ているのです。パンデミックの時代だからこ

そ、未来のために私たちが遺せることはたく

さんありそうです。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
時
代
、

未
来
の
た
め
に
創
り
出
せ
る
も
の

共
通
科
目 

教
授
　
横
山
千
晶 

（
よ
こ
や
ま 

ち
あ
き
） 

先
生
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共通科目 教授　横山千晶 （（よこやま ちあき） 先生

　私の専門は心理学です。特に人が世界を

認識する仕組みと、そこに由来する人間の

誤りについて興味を持っています。

　感覚器官の性質や行動範囲の限界等の

ため、私達の得ることができる世界の情報

はとても狭く限られています。それに対し私

達は欠けた情報を補って世界を認識する仕

組みを備えています。例えば世界は高さと幅

と奥行きからなる三次元空間ですが、目に

映る世界は奥行きの欠けた二次元像です。

私達はこの欠けた次元を補い、世界を三次

元空間として認識することができます。しか

しそうして次元をひとつ繰り上げて知覚さ

れ意識に上る物の形や大きさは、元の二次

元像とはズレたものとなることが珍しくあり

ません。このことは様々な錯視（目の錯覚）

の原因のひとつと考えられています。

　欠けた情報を補う心の働きが世界の誤っ

た認識をもたらす例は錯視に限りません。

例えば、私達は自分のよく目にするものほ

どたくさんあると単純に思い込む強いクセ

を持ちます。ためしに、日本国内のコンビニ

エンスストアと歯科医院、美容室を、数の

多い順に並べてみてください。授業でこの

質問をすると、ほとんどの学生はコンビニ

を先頭に並べるのですが、統計を見てみる

と、美容室が圧倒的に多く、次いで歯科医

院、最も少ないのはコンビニです。この話を

すると皆とても驚きますが、そもそも店舗数

の統計情報を持っている人はまずいないの

で、正しく答えられないのは当たり前ともい

えます。むしろ興味深いのは、なぜか皆店

舗数の認識にそれなりの自信を持っている

（だからこそ、それが誤りであることに驚く）

ということです。このことは、いかに私達が

限られた情報から「世界とはおおよそこのよ

うなものだ」という強い、そしてときに誤っ

た信念を形作るかを示しています。多様な

情報に容易にアクセス可能となった結果そ

の取捨選択の必要に迫られる昨今、私達が

世界を認識する仕組みとその誤りを知るこ

との重要性は高まっていると考えます。

世
界
を
認
識
す
る
心
の
仕
組
み
と

そ
れ
に
由
来
す
る
人
間
の
誤
り

パラダイムシフトの旗手となれ

共
通
科
目 

専
任
講
師
　
田
谷
修
一
郎 

（
た
や 

し
ゅ
う
い
ち
ろ
う
） 

先
生
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1年

1年

2年

2年

学びのステップ

法律学科

政治学科

共通科目

1、2年生で憲法、民法、刑法をしっかり学んで基礎固めをします。3、4年生ではより広く、より奥深い法律学の
世界が待っています。興味関心に応じて将来の進路を意識してさまざまな法律学を学ぶことができます。

法学部ならではのユニークなカリキュラムです。教養科目を網羅的に履修するのではなく、体系的に積み上げて
いくようになっています。ゼミナール形式の「人文科学研究会」「自然科学研究会」を通じて、さらに発展させ、
理解を深めることが可能です。そして、4年間学習してきた領域について一定の成果をおさめれば、副専攻として
認定されます。

1、2 年生で政治学の基本を学びます。3、4年生では、より専門的な内容を学ぶとともに、演習や研究会での文
献研究や、仲間や先生との議論を通じて、政治的思考力を身につけます。

・ 政治学基礎 / 政治思想基礎 / 政治理論基礎 / 日本政治基礎 / 地域研究・比較政治基礎 / 国際政治基礎
・ 政治文化論 / 行政学 / 日本外交史 / アフリカ現代史 / 西洋外交史 / 演習 など

外国語

学べる言語　　英語 / ドイツ語 / フランス語 / 中国語 / 朝鮮語 / スペイン語 / ロシア語 / アラビア語

1–2年　日吉キャンパス

1・2年次から教養科目や外国語だけではなく、専門科目が学べるようになっています。履修者の習熟度や経済学・情報処理などの隣接学問にも配慮し
た科目編成を行っています。
また、「演習」も開講しています。少人数での学習を通して、研究やプレゼンテーションの仕方を早くから習得することができます。

目的や意欲に合わせ、言語、コース・レベルを選択することができます。
レギュラーコース 週2回の基本コースです。初習言語は、基礎から丁寧に学べます。
インテンシブコース 集中的に学ぶためのコースです。授業は週4回、時間をかけて丁寧に学びます。
 少人数クラスで、ネイティブの講師による授業も行われています。

導入科目
法制史概論 / 法文化論 / 国際化と法 / 
憲法（総論・人権） / 民法（総論） / 刑法（総論） 

基幹科目（1–2年）
憲法（統治） / 民法（物権法・債権総論・債権各論） /
刑法（各論） / 会社法 など
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2年

2年

3年

3年

4年

4年

社会科学
法律学科　　法学 / 政治学 / 社会学 / 地理学 / 経済学 / 近代思想史 など

政治学科　　法学 / 社会学 / 憲法 / 民法 / 経済原論 / 経済政策 / 財政論 など

人文科学
言語学 / 地域文化論 / 文学 / 歴史 / 科学史 / 論理学 / 倫理学 / 宗教学 / 哲学 / 音楽 / 漢文 / 美術 / 
人文科学特論 / 人文科学研究会 / 人文総合講座 など

自然科学 物理学 / 化学 / 生物学 / 基礎数学 / 心理学 / 基礎統計学 / 自然科学特論 / 自然科学研究会 など

数学・統計・情報処理 数学 / 統計学 / 情報処理 / 情報処理特論 / 統計情報処理 など

政治哲学 / 近代政治思想史 / 政治理論史 / 東洋政治思想史 / 政治過程論 / 現代政治理論 / 地方自治論 / 
マス・コミュニケーション論 / 近代日本政治史 / 日本政治思想史 / 現代日本政治論 / 日本外交史 / アフリカ社会論 / 現代中国論 / 
現代ラテン・アメリカ論 / 比較地域研究論 / 安全保障論 / 国際政治経済論 / 現代東南アジア論 / 西洋外交史 など

演習科目・研究会（ゼミナール）

演習科目・研究会（ゼミナール）

展開科目
民法（家族法） / 国際取引法 / 法制史 / 倒産法 / 外国法 / 環境法 / 
国際宇宙法 / 社会保障法 / 法哲学 / 刑事政策 / 医事法 など

3 – 4年　三田キャンパス

あなたの好奇心を刺激してやまない専門的な授業を用意しています。ここで学んだことは、社会人になっても大きな力となるはずです。
専門教育の「華」となるのが「研究会」（ゼミナール）。ゼミは自分の興味のある分野を極めるため志を共有する教員と学生が、少人数で、共通文献の講
読や議論を通じ、理解を深めていくものです。多くの研究会では合宿やOB／OG 会も盛んで、慶應義塾大学の特色であるヨコとタテの人のつながりも、
たいていは、この研究会活動を通じて培われるものです。

基幹科目（3 – 4年）
行政法 / 租税法 / 民事訴訟法 / 刑事訴訟法 / 知的財産法 / 
労働法 / 経済法 / 国際法 / 国際私法 など  
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基礎となる
憲法・民法・刑法

　入学してすぐの1年次には法律学の

基礎をなす憲法・民法・刑法を学習し

ます。人権や契約、犯罪などをめぐる

基本概念、個々の条文の内容、実際の

事件における裁判所の判断などを1つ

1つ学ぶだけではなく、それぞれの基

礎にある理論・考え方もあわせて理解

します。これにより、問題を法的に分析

し、対立する利害関係を適切に調整し

て、理論的にも一貫した、説得的な結

論を導く思考力を身につけます。

　このような法的知識や思考力は、2

年次以降に学習する行政法や商法、

経済法、労働法、国際法などの理解の

基礎となります。私が担当している刑

法を例にしますと、1・2年次に刑法で

犯罪と刑罰の内容について学び、その

後、たとえば刑事訴訟法では、犯罪の

捜査や犯罪の成否を争う刑事裁判の

ルールについて学びます。

刑法で学ぶ内容

　犯罪の報道は（残念ながら）毎日の

ように目にしますし、故意や正当防衛

など刑法上のテーマを題材とした刑事

ドラマや推理小説があることもあって、

刑法で学ぶ内容についてはすでに一定

のイメージを持っている人も多いかもし

れません。

　内容の一端を紹介すると、たとえ

ば、XがAを殺そうとして発砲したが、

弾丸が逸れて、偶然通りかかったBに

当たりBが死亡したという場合に、B

に対しても殺人罪が成立するのか、せ

いぜい過失犯が成立するだけなのか

が議論されています。ここでは、なぜ

故意が犯罪の成立要件の１つとして必

要とされているのかなどが問われます。

　また、近時は、性犯罪や振り込め詐

欺への刑法的対応のあり方、自動運転

をめぐる刑事責任、サイバー犯罪対策

なども検討課題となっています。

隣接学問分野への関心

　刑法に限らず、法律学の学習が進む

と、その法律の「今の姿」に疑問を抱

き、より相応しい「あるべき姿」を考え

る、そんな瞬間が訪れるはずです。

　そのときには、「今の姿」に至った

歴史的経緯や、他国における問題の

解決方法が考察のヒントを提供してく

れることがあります。そして、それらを

調べる過程で、法制史や他国の言語・

文化についてもより深く知りたくなるで

しょう。

　また、法律学は人や社会を対象とし

ています。学習を進めるうちに、同じく

人や社会を対象とする学問である哲学

や心理学、経済学、政治学、行政学な

どにも関心が生じると思います。

　このような隣接学問分野への幅の

広い知的好奇心・探究心を満たしてく

れる科目も日吉でみなさんを待ってい

ます。

1年生からの法律学

法律学科 准教授
（刑法）

薮中 悠 先生
（やぶなか ゆう）

法律の「今の姿」を学ぶ
将来の「あるべき姿」を考える
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日本・世界に
目を凝らす学問

　政治学科だけで30名を超える専任

教員が、現代の社会が抱える諸課題に

ついて学生たちとともに学び、考えてい

ます。教員紹介を見ていただければわ

かる通り、専門分野は様々です。日本、

アジアをはじめとする世界の各地域、

さらには広く国際政治全般を研究する

教員が揃っています。方法論も政治史、

政治理論、計量分析など多岐にわたり

ます。

　したがって、政治学には多様な学び

方があることになりますが、諸課題を

解決して、私たち1人1人が、より安全

かつ安心して、豊かに暮らせるようにな

るにはどうすればよいのか（よかった

のか）、という問題意識を持って学ぶ

姿勢は共通しています。

　もちろん、全ての課題にスッキリし

た解決策が示せるわけでなく、むしろ

現実はその逆のことが多いと皆さんは

感じているでしょう。私たちに身近な

地域社会でも、世界でも、対立や争い

は絶えません。

ルールはどうやって決める？

　この対立や争いを減らし、よりよ

い社会を実現するための人間の営み

が「政治」です。多様な価値観や異な

る利害を持つ人々がいる世の中で、皆

が平穏に共存する社会を実現すること

はもちろん容易ではありません。国内

政治や地域社会であれば、選挙を経て

メンバーから委任を受けた代表者たち

が、共存のためのルールを決めてそれ

を執行することになります。決定や執

行の過程で行使されることがあるのが

「権力」です。この一連のプロセスが

私たちの利益にかなっているのかを検

証したり確認するために、政治過程論

や政策決定論という専門分野がありま

す。また、政治制度論や立法過程論は、

ルール (制度や法律 )がどのように作ら

れていくのかに焦点を合わせた学問で

す。よりよい社会と暮らしの実現とい

う大きな課題を掘り下げて学んでいく

学問体系を政治学は備えており、慶應

では充実した科目編成によりその学び

を実践できるようになっています。

理論を学ぶ？
現実の課題に挑む？

　国内政治と異なり各国に対して強制

力（権力）を行使できる世界政府の存

在しない国際政治では、課題の解決ど

ころか、問題が一層深刻化することが

あります。国家間の問題を解決するた

めに戦争が行われるという悲劇を国際

社会は何度も経験してきました。どう

すれば戦争のない平和な世界を実現

できるか、という問いは今でも国際政

治学の大テーマであり続けています。

あるべき世界を目指して規範理論を学

ぶか、核兵器という現実の課題からス

タートするか、グローバル経済の光と

影に目を向けるか、環境やエネルギー、

保健衛生の分野に活路を見い出すか、

国際政治学も色々な学びが可能です。

どの分野に皆さんがより関心を持って

いるのか、１年生での学びを通じて探

してみてください。キャンパスで皆さん

と学ぶことを楽しみにしています。

1年生からの政治学

政治学科 教授
（現代韓国朝鮮政治 / 東アジア国際政治）

西野純也 先生
（にしの じゅんや）

スッキリ解決しないから
政治学がある
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 慶應法学部って

             
どんなとこ

新入生に聞きました ？

慶應義塾大学を
受験しようと思ったきっかけは？

N　僕は小学生の頃から、弁護士や裁判官

といった法曹に憧れがありました。具体的

に慶應義塾大学の法学部を意識したのは、

母校に指定校推薦の枠があると知った高

3の頃です。調べれば調べるほど魅力的で、

ここしかないと思いました。

K　僕が慶應義塾大学の法学部を目指し

たのは高１の頃です。小さい頃、海外で暮ら

した経験があり、もともと日本の中より世

界に目を向けることが多かったので、国際

関係論を学びたいと考えました。いろいろ

調べていくうちに、慶應義塾大学は国や地

域を限定せずに学べると知りました。もし

入学後に自分の興味が変化したとしても、

柔軟に学びを続けることができるところに

魅力を感じました。

M　私は漠然と法について学びたいという

思いがありました。なぜかというと、身近な

問題や社会問題を考えると必ず法律を避け

て通ることはできないと気づいたからです。

あらゆる事象の根源につながる法を学んだ

ら、将来、自分がものごとを考えるときに役

立つと思いました。慶應義塾大学の政治学

科を選んだ理由は、選択できる科目の幅が

とても広いことに魅力を感じたからです。自

分が興味をもって学びたいことを、その道

の第一人者の先生に学ぶことができ、しか

ももっと深く追求できる環境はほかにない

と思いました。また子どもの頃「アラジン」

の物語がとても好きでアラビア語に興味が

あり、慶應法学部にアラビア語科目が設け

られていたのも大きな魅力でした。入学後

は、アラビア語のレギュラーコースと、中国

語のインテンシブコース※を選択して学んで

います。実際、大変ですが、とても充実して

います。

※レギュラーコースは週2回授業、インテン

シブコースは週4回授業

慶應義塾大学法学部に
入学してみてどうでしたか？

N　新型コロナウイルス感染拡大の影響

で、授業の多くがオンデマンドになり、思っ

ていた以上に影響があったなという印象で

す。ただ、例えば、テストの直前に見直して

復習ができるなど、オンデマンドにはオン

デマンドの良さもありました。自分のライフ

スタイルに合わせて大学の授業を活用する

という新しい学びの形を見出すことができ

たと感じています。授業の内容自体も、法

を学び始めたばかりの僕にとってはレベル

の高い内容で、ついていくのが精一杯。一

歩一歩くらいついている状況です。

法学部 法律学科 

N さん 

麻布学園・麻布高等学校 出身
［高校時代］
中1から高2まで生徒自治に参加 

法学部 政治学科 

K さん 

神奈川県立横浜国際高等学校 出身
［高校時代］フランスへ交換留学し、ホー
ムステイを経験 

法学部 政治学科 

M さん 

桜蔭学園・桜蔭高等学校 出身
［高校時代］バスケット部の部長として
活躍 
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K　大学の授業が90分と聞いて、そんなに

長時間集中できるのかと不安に思っていた

のですが、実際に授業を受けてみると、面

白くて時間が足りないくらいです。「国際政

治基礎」という授業をオンラインで履修し

ているのですが、質問タイムにかなり難しい

質問が飛び交っていて、毎日毎回新たな発

見があり、刺激になっています。人数は少な

くても深くつきあえる友人ができたこともオ

ンラインでの交流の効果です。

M　大学では自分が好きな授業を選んで

受けられるので、すごく自由だなと感じてい

ます。授業のレベルは高いけれど、興味が

あることなので、努力し続けられるという

か。たしかにオンデマンドやオンラインの

授業も多かったのですが、対面授業を受け

たい人は対面の授業ばかり選ぶこともでき

るという自由さがあります。しいて言うなら、

“ザ・大学生”みたいな大教室での授業が

なくなってしまったのが、少し残念でした。

どんな授業が印象的でしたか？

N　体育の授業で「自動車」を選択しまし

た。日吉校舎の一角に自動車部の敷地が

あって、そこでマニュアル車の運転をすると

いうもので、難しかったけれど、とても楽し

かったです。「刑法」の授業では、「どのよ

うな場合にどのような刑罰があるのか」を

覚える授業かと思っていましたが、理論的に

考える力を培う学問なのだということがわ

かりました。

K　印象的だったのは、「国際政治基礎」

と「フランス語」です。「フランス語」は、既

習クラスで勉強しています。2年生と一緒に

受講していることもあって、レベルが高くて

驚いています。1コマ1人のペースで、フラ

ンス語でプレゼンをするのですが、かなり長

い時間話さなければいけないんですよね。

周りのレベルが高いので、自分も切磋琢磨

しながら、フランス語の能力を磨いていると

ころです。

M　私は「リーダーシップ基礎」という授

業がすごく印象的でした。リーダーシップ

関連講義がオムニバス形式で行われ、「交

渉学」「対話学」などを学びました。学年

学部を超えて学生が集まる授業で、自分

が発表者となって議論する時はとても緊張

し、課題も大変でしたが、とても勉強になっ

たし、楽しかったです。何よりそこで出会っ

た先輩方にすごく刺激を受けました。大学

1年生の最初に選択して良かったなと思っ

ています。

学外・学内を問わず
打ち込んでいることは？

M　私はインターンに行っています。高校生

の頃から行っていて、インターン募集をして

ない企業にも勝手に連絡してアタックした

りしました。現在も、コンサルタントやメディ

アなど複数の企業に行っています。やりた

いことがたくさんあるので、一つずつ経験し

て、自分に合うものを探している感じです。

経験する中で、自分には大企業で働くより

もベンチャーなどのほうが向いているかな

と思い始めています。

K　僕は、軽音のサークルに入って、バンド

を組んで演奏活動をしています。担当楽器

はキーボードです。家のピアノで練習した

り、スタジオに集まってみんなと練習したり

しています。頻繁ではないですが、ライブも

できました。

N　大学からダンスを始めたんです。今、大

学のダンスサークルに入って活動していま

す。4月から6月くらいまでは、オンラインで

先輩からダンスを教わるような活動でした

が、夏休みくらいから日吉の集会所をお借り

して練習ができるようになりました。三田祭

のステージにも出演することができたんで

す。これから例年通りの活動ができるので

はないかと、とても楽しみにしています。

大学生活で
心配なこと、
チャレンジ
したいことは？

M　自分のやりたいことが多

すぎて、バランスがとれるの

かなということが、一番心配

なことです（笑）。あとは大

学生活の中で一度は、自分一人でイチから

何かを成し遂げてみたいなと考えています。

K　日々の生活が高校生のときとあまり変

わらないと感じているので、これからはもっ

と大学生らしいことをしていきたいなと思っ

ています。自分は人と同調して行動すること

に苦手意識があるので、大学生活の中でよ

り多くの人に刺激を受けながら学んでいけ

ればいいなと考えています。

N　サークルの活動が楽しすぎて、勉学の

ほうがだいぶおろそかになってしまっている

ので、それが本当に不安です（笑）。今、『宇

宙法』に興味が向いてきて、今後、取り組

んでいこうかと思っています。

慶應義塾大学法学部の受験を
考えている方へメッセージ。

M　政治学科は自分の好きなことを追求

している個性豊かな友達がいっぱいできる

し、尊敬できる教授にも出会えるし、好き

なことをとことん追求できる環境だと思い

ます。楽しくて充実した学生生活を送りた

い人は、ぜひ一緒に勉強しましょう！

K　将来、何をやりたいか決まっていない人

や、社会や人の役に立ちたいと思っている人

には、世界の様々な視点でものごとを学ぶ

ことができるので適していると思います。将

来の道筋が見えてくると思いますよ。

N　法律学科は、専門的な知識をもつリー

ガルマインドを培うにはすごく適している

場だと思います。でも、必ずしも弁護士に

なるための場ではなくて、リーガルマインド

をもって社会のあらゆる分野に羽ばたいて

いく場でもあります。学習意欲の高い仲間

もまわりにいるので、皆さん、ぜひ来てくだ

さい。
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　議論を追求する。これが私が法学部を選

んだ理由であり、受験生のみなさんに法学部

をお勧めしたい理由です。

　私はKeio Debate Squadというサーク

ルに所属していて、即興型英語ディベートに

打ち込んでいます。そして、2019年1月に

南アフリカ共和国で行われたWUDCという

世界最大の大学世界大会ではEnglish as 

Foreign Language部門優勝という快挙を

成し遂げ、2019年度の塾長賞を受賞するに

至りました。

　1回戦でオックスフォード大学のエリートと

対戦するなど非常に刺激的な大会であり、議

論を通じて脳が汗をかくほど頭を使う事自体

も成長を感じ大変楽しかったです。「世界の

トップレベルのエリートと同じ土俵で戦うこ

と、そしてその中で切磋琢磨し世界の頂を見

る事」という貴重な経験をできたことは一生

大事にしたい記憶の一つとなりました。　

　日本では「屁理屈」という単語の存在が象

徴するように議論や理屈を嫌いますが、これ

は日本の発展を阻害している文化だと感じま

す。未来の日本を担っていく我々は世界と戦

える議論力と理屈をこねる力を身に着けなく

てはなりません。

　ゼミでは田村次朗先生のもと、交渉学、

リーダーシップ、独占禁止法、国際競争法を

学んでいます。とりわけ、交渉学、リーダーシッ

プに関してもっと学びたいと思い、現在オー

ストラリアのメルボルン大学に交換留学に来

ており、マネジメントを中心に組織論につい

て学んでいます。

　法学部法律学科では多様な人間と関わる

ことができるので、変化に富んだ刺激の多い

生活を送ることができます。また、法律学そ

のものが紛争の解決をもとにしたものが多い

ので、議論を大事にする文化があり、議論す

る力を高める事ができるのです。

　法学部には留学のチャンス、世界で活躍す

る教授などそこにしかない機会がゴロゴロ転

がっていて、可能性は無限、これを活用すれ

ば一生の武器となります。

 きらり 輝く 

法律学科
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　私は應援指導部に所属しています。新入生

の私は、何かに本気で打ち込みたい、そんな

思いを持っていました。高校では競技のチア

ダンスを行い、大会等にも出場していました

が、大学では自分のための活動ではなく、直

接的に他の人の力になれる活動がしたいと思

い、應援指導部への入部を決めました。

　應援指導部は、慶應義塾に広く貢献する

団体として、體育會の応援、学校行事への参

画、三田会での活動を中心に行っています。

部員には何事にも本気で向き合い、本気で考

える熱い人が多く、何年生になっても学びや

発見があるのがこの應援指導部です。

　その活動の中で最もやりがいを感じるの

は、選手やお客様に「慶應で良かった」と思っ

てもらえる時です。観客席が一体となり、若き

血や丘の上を歌って慶應義塾社中の繋がりを

感じてもらえている、そうした体験が私の原

動力となっています。

　「応援」という活動は、勝敗があるもので

はないので、そこに難しさを感じる一方、無

限の可能性があり、正解がないからこそ、時

代に合った新しい応援の形を追求できること

がその面白さです。多様性に富む部員が先導

者となって現状に満足せず新しいものを創造

していくことが求められているのです。

　その実践においては、多角的な視点から考

える力を養えた法学部での勉強が活きている

と感じています。私は政治思想・政治哲学を

専攻していますが、人の考え方は多様で正解

がないことを学び、抽象的で難しいことであっ

ても、日々の活動や思考に生かされる機会が

多いことを実感しています。

　法学部は一回り大きい人間への成長を手

助けしてくれるところだと思います。皆さんに

多くの素敵な出会いがあり充実した学生生活

を送れることを心から願っています。

 きらり 輝く 

政治学科



SEMINAR :

DEPARTMENT
OF
LAW

田髙寛貴 研究会
民法

　売買、賃貸、損害賠償、結婚、相続、もっと身近な例でいえば

電車に乗る、ホテルに宿泊する等々、我々の日常生活のあらゆる

局面を対象とし、そこで生じる紛争を解決する手立てとして作られ

たのが、民法です。紛争解決のために奮闘する民法の真の姿を知

り、社会のいまを体感してもらうことをめざして、このゼミでは、

さまざまな裁判事例を素材として全員で討論を行っています。

　複雑に利害が絡み合う事件のスジを読み解き、背景事情を含

め事の真相に迫る。対立する原告と被告それぞれの言い分、ある

いは、同じ事件でも異なる各審級の判決など、裁判にあらわれた

多様な主張や見解を分析しつつ、ゼミ生どうし意見をぶつけあう。

そうした主体的な学びから、物事を客観的、多角的に眺め、論理

的に思考する「リーガルマインド」を体得してもらえたら、そして

何より、合宿やスポーツ、コンパなど多彩なゼミ活動を通じて、よ

き友との出会いの場を提供できたら、と思っています。

ゼミ・研究会

法律学科 法律学科の多くの先生方は、三田キャンパスで研究会（ゼミ）を開講しています。

どんなことを学んでいるのか、いくつかのゼミの様子を紹介します。
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柳 明昌 研究会
商法

金 美紗 研究会
民事訴訟法

　大学の研究会は「ゼミ」とよばれます。ゼミの語源はラテン語

のseminarium〈苗床〉にあります。研究活動のフィールドはでき

るだけ広く豊かなものとなることを心がけています。ゼミの活動は

二本柱からなっています。まず、法律学の学修に必要な判例の読

み方をマスターすることです。実社会における紛争について、少な

くとも対立する二つの立場から分析することを通して、物事を多

角的にみることができるようになります。もう一つの柱が、現代的

なテーマに関する研究です。既存の法律学の枠組みにとらわれず、

現代社会の直面する新しい課題に積極的にチャレンジしてほしい

と考えるからです。ここ数年は、ICO（暗号資産による資金調達）

元年といわれた当時のゼミ生から提案された暗号資産の法規制

のあり方に取り組んでいます。慶應の伝統とされる教師と学生が

ともに教え学び合う半学半教の精神のもと、共に成長できるエキ

サイティングな場となっています。先行き不透明な現代において、

前途有為な学生の多様で元気な芽が育つのがささやかな楽しみ

です。

　私たちのゼミでは、民事訴訟法を学んでいます。民事訴訟は、

私人間に財産上のトラブルなどが生じ、それを話し合いで解決す

ることができない場合に利用されるものですが、民事訴訟制度が

しっかりしたものでないと、様々な不都合が生じます。たとえば、

重要な証拠を提出する機会が与えられないことで、真実に反する

不正な判決が下されるかもしれません。訴訟に時間がかかりすぎ

るという評判が立てば、訴訟を利用することに消極的な人が増

え、その結果、トラブルが放置されることになるかもしれません。

さらには、せっかく判決が出たのに、その結論に納得しない敗訴

者が紛争を蒸し返す可能性さえあります。こうした様々な不都合

を回避し、公正かつスピーディーな方法による紛争解決ができる

よう、民事訴訟制度には多くの工夫が凝らされています。ゼミで

は、教員と学生間のディスカッションを通じて、民事訴訟制度上

の様々な工夫について理解を深めていきます。
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SEMINAR :

DEPARTMENT
OF
POLITICAL
SCIENCE竹ノ下弘久 研究会

社会階層論／社会学

ゼミ・研究会

政治学科

　当研究会では、社会階層論を主な領域に、研究会の活動を進

めています。社会階層論では、人々が現代社会を生きていくため

に必要な社会的資源の不平等な配分とその形成メカニズムを考

察します。そのなかでも、家族的背景、教育機会の不平等、労働

市場におけるキャリア形成を、不平等形成の重要なメカニズムと

して検討します。さらに、政治、経済、地域社会という点からも不

平等の形成について考えます。

　3年次は、社会階層と不平等研究における重要な諸理論と統

計分析の方法の基礎を学習したうえで、いくつかの班に分かれて、

三田祭発表に向けた研究を進めます。近年発展したデータアーカ

イブから提供される統計データを用いて分析を行います。三田祭

終了後から4年次にかけて、卒業論文に向けた研究を進めます。

卒業論文のテーマは、自分自身の関心に依拠して様々なテーマが

選択されます。階層・不平等に大きくかかわるテーマもあれば、そ

うでないものもあります。社会学的視点から考察する論文が多い

ですが、政治学、経済学、財政学という観点から不平等について

考えるなど、非常に学際的な論文となっています。

政治学科の多くの先生方は、三田キャンパスで研究会（ゼミ）を開講しています。

どんなことを学んでいるのか、いくつかのゼミの様子を紹介します。
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築山宏樹 研究会
政治過程論／計量政治学

錦田愛子 研究会
移民／難民の政治学

　選挙・議会・公共政策などの政治過程のメカニズムを明らか

にすることを目的とした政治過程論という研究分野について学ん

でいます。たとえば、市民が選挙に行くと何が変わるのか、政治

家の汚職はなぜ起きるのか、財政再建はいかに実現できるのか。

こうした現実政治に関する身近な疑問を取り上げて、データ解析

を用いた科学的アプローチから答えを導き出すことをめざします。

　研究会では、プログラミングやデータ解析の技術について一

から学ぶとともに、ゼミ生には、各自の問題関心に基づき、オリ

ジナルな学術論文の執筆を行ってもらっています。学生の自由な

発想・着眼点・情報収集の成果を持ち寄って、研究を組み立て

ていく作業は、教員にとっても学びが多く、知的好奇心を刺激し

てくれるものです。政治や社会の問題を発見し、その解決策を明

らかにする。このような研究会の活動が、社会に新たな価値を生

み出す創造的な人材へと学生を成長させる一助になればと願っ

ています。

　わたしたちの日々の生活の中で、外国出身の方と接する機会が

増えてきました。飲食店やコンビニで、注文をとったりレジを打っ

たりしてくれる人の名札の名前がカタカナなのに気づくことも多い

でしょう。彼らは今では、日本の経済の一端を担う欠かせない存

在となっています。ですが日本に実は移民政策はなく、難民の受

け入れ人数も他の先進国に比べてきわめて限られています。言葉

や文化の異なる人たちと、日本は今後どのように付き合っていくの

でしょう。

　この研究会では、日本または世界各国に住む移民や難民に関

心のある人が集まり、研究をしています。多様な学問分野の文献

を読みながらグループセッションで議論を交わす中で、お互いの

優れた点をみつけ、意見を尊重しながら話し合うのは、実は共生

のためのプロセスに似ています。アメリカやイギリス、ドイツ、オ

ランダなど受け入れ先進国から、我々は何を学べるのか。一緒に

考えていきましょう。
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SEMINAR :

HUMANITIES
LANGUAGES
NATURAL
SCIENCES人文科学研究会

世界の宗教と社会

　宗教というと、何やら怪しい、危ないと思うかもしれません。確

かに、宗教が原因で人間関係を破綻させる人もいるでしょうし、社

会的混乱や戦争の一因ともなってきたのが宗教です。他方、宗教

が人の心に安寧をもたらし、豊かな文化、思想、芸術の源泉とな

り、社会の安定に寄与してきた面もあります。いずれにしても、人

について、文化や社会について考える際に、宗教は非常に重要と

いえるでしょう。大学で宗教について学ぶ目的は、宗教の良い面、

悪い面を列挙して擁護、糾弾することにあるのではなく、各地域、

各時代の文化や社会、法律や政治などに、宗教がいかなる影響を

及ぼしてきたかを分析的に捉えることにあります。当人文科学研

究会では、十字軍や比叡山焼き討ち、米国の宗教右派やフランス

のライシテ、葬儀・墓地の多様化や脳死・安楽死の問題、巡礼や

ハロウィンや妖怪アニメの流行など、宗教にまつわる様々な問題、

現象を取り上げ、分析していきます。

大久保教宏（おおくぼ のりひろ） 先生

副専攻認定制度では、既存の学問分野にとらわれない「知」のフィールドを新たに開

拓することも奨励しています。上に挙げたモデルにとらわれる必要はなく、例えば人文

科学と自然科学の2つの研究会を履修して、人文・自然の両分野にまたがる論文を書

くことも可能です。

ゼミ・研究会

副専攻 法学部では広範な知識の獲得や教養の育成を目的として、外国語科目、人文科学科

目、自然科学科目など多くの科目を設置しています。とはいえ、知識や教養も体系的

構築があってはじめて総合的視野の形成に至ることは言うまでもありません。例えば

「地域文化論」が IからIVまであるといった具合に、知識を積み上げながら体系的に学

習できるシステムになっています。さらに、3・4年次用に「人文科学研究会」「自然科

学研究会」を設置し、1・2年次で学習してきた人文科学や自然科学の領域を継続し

て深められるようにしています。そして、4年間体系的に学習してきた領域について一

定の成果をおさめた場合「副専攻」として認定し、卒業時に「法学部副専攻認定証」

を授与します。
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　世界中の友人たちとの交流のなかで、異文化理解のためには、その根本にあ
る宗教について知る必要があると感じていました。1,2年次、日吉では東アジ
ア宗教文化概論という授業を履修し、文化のみならず国家の形成にまで影響を
及ぼす宗教の重要性について学びました。3,4年次、三田では国際政治の研究
会に所属するとともに、宗教に関してもさらに深く学びたいと考え、大久保先生
の人文科学研究会を履修し、副専攻取得をめざすことにしました。授業では文
献を講読しながら、宗教に関する知識や分析方法を身につけていきます。また、
各自の問題意識にもとづいた研究発表を行います。私は日本人の死生観につい
て関心があり、議論を通して理解を深めています。

ただいま研究中！

政治学科

2023年度開講される副専攻のテーマ例（人文／自然科学研究会）

「アメリカ文化論」「世界の宗教と社会」「日仏交流」
「メディアから読み取れるアラブ世界」「イベリア半島の文化と社会」
「詩を読み、詩を書く」「日本の思想と文化」「小説を読む、書く」
「ことばの分析」「ロシアの文化と社会」「21世紀の映画研究」
「現代ドイツ研究」「中国及び東アジアの安全保障」
「文学からイギリスの課題を知る」
「自然科学と人文科学の架け橋―環境史を学ぶ」
「流れの物理」「生命科学にかかわる諸問題」

「副専攻」認定の一例：生物学

1・2年次 【 実験科目（必修） 】
 生物学Ⅰ・Ⅱ（各半期3単位、合計6単位）
 【 自然科学科目 】
 心理学Ⅰ・Ⅱ（各半期2単位、合計4単位）、
 自然科学総合講座Ⅰ（半期2単位）、他

3・4年次 自然科学研究会Ⅲ・Ⅳ［生物学］
 （各半期2単位、合計4単位）、他＋卒業研究
 → 合計16単位以上
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留学には
形態があるの？

　留学の形態は、（1）外国語の習熟を主

な目的とする語学研修、（2）在学中に海

外の大学などの高等教育機関で自分の専

門分野や関心分野についての授業を履修

することを目的にするもの、（3）外国の大

学での学位取得を目的とするもの、に大別

できます。通常、（1）の語学研修は「留学」

と認められず、慶應義塾大学を「休学」し

て留学することになりますが、（2）と（3）

の場合は「留学」と認められる場合が多く、

在学期間に算入できます。

語学力は？

　米国やカナダの大学・大学院の学位課

程に入学を希望する場合、次の学力テスト

スコアの提出が求められることがあります。

①  SAT（Scholast ic Assessment 

Test）、② GRE（General Record 

Examination）、③ GMAT（Graduate 

Management Admission Test）、

④ LSAT（Law School Admission 

Test）。

　また、TOEFLやIELTSは英語を母語とし

ない人が対象の英語力判定試験です。これ

らは慶應義塾大学の交換留学出願の際に

も要求されることがあります。

派遣交換留学制度って
どんなもの？

　慶應義塾大学は、海外のさまざまな大学

に交換留学生を1学年間派遣しています。こ

の制度は、慶應義塾大学と協定大学が双

方の学生に外国での大学生活を体験する

機会を提供することにより、学生の国際感

覚の育成と視野の拡大を目指すものです。

留学費用はどうなるの？

　派遣交換留学の場合、学費は慶應義塾

大学に納め、派遣先の大学での学費は免

除になります。また、慶應義塾大学や派遣

先の大学、日本学生支援機構（JASSO）

の奨学金が支給される場合もあります。

短期海外研修プログラムって
なに？

　短期プログラムでは各大学の学生との交

流、さまざまな講義、フィールドワークやグ

ループワークなどを通して学びます。知識を

広げ、学問を通じた交流を行う絶好の機会

となり、また授業単位の認定がされるプロ

グラムもあります。

国際交流
International Exchange

※ （）内は女子で内数

留学のてびき

派遣留学データ 派遣留学者数（2022年5月1日現在。交換・私費を含む）

法律学科

政治学科

2年生

3年生

4年生

小計

小計

合計

3年生

4年生

2年生

2（2）

25（16）

5（1）

32（19）

67（38）

99（57）

14（6）

12（6）

41（26）

法学部は、慶應義塾大学における在学期間への留学期間の算入、海外の大学
で履修した単位の認定など、世界に羽ばたくみなさんを制度の面でも応援して
います。

法学部
［99］

経済学部
［89］

商学部
［26］

理工学部
［20］

総合政策学部
［32］

文学部
［11］

環境情報学部
［23］
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※ 2カ国に留学するプログラムもあるため、国・地域別留学者数の合計は留学者数の合計と異なります。

プログラム 国名・地域名 定員（人） 法学部参加者数（人） 

夏季

ノートルダム大学 アメリカ　サウスベンド / シカゴ 10～16 6

ウィリアム・アンド・メアリー大学 アメリカ　ウィリアムズバーグ / ワシントンD.C. 25 6

ケンブリッジ大学 ダウニング・コレッジ イギリス　ケンブリッジ 50～62 13

オックスフォード大学 リンカーン・コレッジ イギリス　オックスフォード 20 3

春季

パリ政治学院 フランス　パリ 10～20 9

シドニー大学 オーストラリア　シドニー 15～20 5

タフツ大学 アメリカ　ボストン 10～15 2

シンガポールマネジメント大学 シンガポール 10～15 1

延世・復旦・立教・慶應 リーダーシップフォーラム 毎年各大学持ち回りで開催  8 4

夏休みや春休みを利用したプログラム（2019 年度）

派遣留学先（法学部）

国・地域別
全学年合計人数

（2022年5月1日現在）

※ 2020 -2022年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により多くの短期海外研修プ
ログラムが中止となったため、2019年度のデータを掲載しております。

米国 27

イギリス 12

カナダ 12

スウェーデン 9

フランス 8

スイス 6

オランダ 5

オーストラリア 5

スペイン 4

デンマーク 3

ドイツ 2

中国 2

韓国 1

シンガポール 1

トルコ 1

イタリア 1

ベルギー 1

計 100
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スペイン
ESADEビジネススクール

法律学科

Law
 ×Business
 ×Global

自分の選択を
前向きに

スイス
ジュネーブ大学

政治学科



きっかけはライフセービング

　高校2年次、1カ月間米国へ留学した経験があり、大学では長期

留学をしたいと考えていました。大学入学を機に始めたライフセービ

ングでの、ドローンを活用した監視実験への参加をきっかけに、「イ

ノベーションを通じた社会貢献」を意識するようになりました。そこ

で、夢の実現のため、ビジネス科目を多く開講しているESADEビジ

ネススクール（以下ESADE）を留学先に決めました。

ビジネススクールでの学び

　ESADEはスペイン・バルセロナにある国際的評価の高いビジネ

ススクールで、留学生の使用言語は英語です。その魅力は二つあり

ます。それは、100カ国以上から優秀な学生を集め、様々なバック

グラウンドを持つ人と交流できること、そして、授業の多くが少人数

制で、ディスカッションやプレゼンテーションの機会も多いことで

す。グローバル人材として活躍するための基礎を身に着けられたと

実感しています。また、先生や友人は、相談・質問をすれば何でも

親身になってくれ、困りごともなく生活することができました。

　授業後は、ESADEの友人達と、夕食に行ったり、FCバルセロ

ナの本拠地カンプノウでサッカー観戦したり、週末には周辺国へ旅

行もしました。地中海の港町バルセロナは気候温暖で人々も陽気で、

恵まれた環境下で充実した生活を送ることができました。

新型コロナウイルスの波が

　留学中、新型コロナウイルスの感染拡大により、渡航制限や夜間

外出制限、全授業オンライン化など、様々な制限を受け、私も、緊

急帰国することになりました。突然の帰国は残念でしたが、いつど

こで何が起きるかわからないということを身をもって経験し、今を全

力で生きようという強い気持ちが芽生えたことを前向きに捉えてい

ます。

　法学部では、法律科目の探究を目的とした留学はもちろん、自身

の夢を叶えるための留学を志すこともできます。私自身、留学を通し

て物事の見方・考え方が変わり、心身共に豊かな生活を送れるよう

になりました。皆さんも、少しでも留学に興味があれば、是非体験し

てみてください！

憧れを現実に

　高校時代は剣道部の活動に打ち込んでいた私ですが、高校3年

生の時、短期語学留学を経験しました。それまで留学に漠然とした

興味はありましたが、この短期留学によって海外の学生達と切磋琢

磨したいという思いがかき立てられました。

　そして、日吉での学習がきっかけで日本での多文化共生社会の在

り方について問題意識を持つようになり、留学へのチャレンジを決

意しました。

　ジュネーブ大学は特に国際色が強く、様々な人種や言語、価値観

が入り混じる環境です。世界各国の有名な大学から留学に来る学生

も多く、どの学生も何かに問題意識を持ち勉学に励んでいます。そん

なジュネーブ大学は私の思いを実現するうえで最も適した大学でした。

いざジュネーブへ

　留学当初は、言語や授業のレベル、一人暮らしなど不安だらけで

した。案の定、授業での周りの学生のレベルは高く、グループディ

スカッションでは会話の輪に入れずに悔しい思いをしたこともあり

ました。しかしそれらを乗り越えたときには自分自身の成長を実感

することができました。

　課外活動では剣道場に通い、現地の剣道家と交流をしていまし

た。大会にも出場し、勉強とはまた違った形の交流はとても興味深

いものでした。クリスマスには道場の先生が家に招待してくださり、

美味しいラクレットをご馳走になったのは一番の思い出です。

パンデミックの最前線で

　春学期に入ってすぐ、スイスでも新型コロナウイルスが流行しまし

た。授業は全てオンラインに変わり、寮の近くのスーパーも品不足

になるなど、帰国を余儀なくされてしまいました。帰国後は日本でも

何かできることはないか、と考えジュネーブ大学のオンライン授業の

履修を続けていました。オンラインでのディスカッションはなかなか

慣れず、英語を聞き取るのが一段と大変でしたが、一つのいい経験

でした。

　留学は厳しいこともたくさんあり、また自分自身を劇的に変えてく

れるものでもないと思います。しかし、留学で得た経験は日本では

経験できないものです。慶應での4年間を充実させたものにするか

どうかは自分自身です、ぜひ大学生活を充実させる一つの選択肢と

して留学を考えてみてください！

※この記事は2020年11月に収録したものです。
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卒業後の進路
Career Paths

就職に向けた活動は一般的には大学3年生の秋～冬ごろから始まります。就職活動は、自分自身を見つめながら将来を見据える貴

重な機会です。独立自尊の気風が就職活動にも表れ、慶應義塾は「最も就職に強い大学」のひとつと言われるほど、毎年高い実

績を残しています。大学では主に就職・進路支援担当が下記を中心にサポートを行っています。

3年

4年

夏

秋

冬

春

夏

冬

秋

春

就職・進路相談

　各キャンパス就職・進路担当部署が、就
職・進路全般に関する相談に応じています。
　三田学生部就職・進路支援担当では、
履歴書・エントリーシートの添削や模擬面
接などにも対応しています。

インターンシップ
　学生が企業・団体の現場で実際に就業
体験を行なうこと。現在、多くの企業や官公
庁で実施されている。夏休み、冬休み、春
休みなど、授業に重ならない時期に設定さ
れることが多い。

業界・企業研究
　興味を持った業界や属する企業・団体の
現状・課題等について、様々なツール・資料
を用いて調べ理解すること。自分のやりた
い仕事を明確にし、働くことへの熱意を示す
ための根幹となる作業なので、しっかり取り

組もう。

OB・OG 訪問
　社会人として活躍されているOB・OGに
会い、実際の社風や日常業務など各企業・
団体の生きた情報を教えていただくこと。
サークルやゼミの先輩に直接連絡したり、
学内の専用検索システムなどを利用して、会
いたいOB・OGを探してみよう。

エントリーシート
　履歴書のほかに企業が独自に作成する応
募用フォーマット。設問の意図を的確に把握

することが一番のポイント。積み重ねてきた
活動のほか、事前に行った企業研究や自己
分析に基づいた、意欲と熱意のこもった回
答を用意しよう。

内定
　適性検査、書類選考、面接等の結果によっ
て、企業・団体から応募者に対し採用の意
志表示がなされた状態。なかなか決まらな
い場合は、大学に送付された求人票や大学
の個別相談なども利用してみよう。複数の
企業から採用内定を受けた場合は、熟考の
後、速やかに辞退先に連絡すること。

情報提供

　企業から届く求人票、企業情報、企業説
明会案内など、多数の情報を閲覧すること
ができます。また、OB・OG訪問のための
卒業生へのコンタクト先を学内の専用シス
テムで検索できるほか、先輩たちによる就
職活動体験記がkeio.jpから閲覧できます。
いずれも塾ならではの貴重な情報です。

就職・進路セミナー・講座

　就職活動や進路選択の上でおさえておき
たい入門編をはじめ、就職活動の進め方、
応募書類の書き方、面接対策、内定者（4
年生）による座談会や専門家による各種講
演など複数のセミナーを開催しています。

慶
應
義
塾
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

就
職
活
動
の
流
れ
（
一
例
）

キ
ー
ワ
ー
ド
解
説 

│ 

就
活
で
よ
く
聞
く
言
葉

◎ 自己分析
◎ 業界・企業研究 
◎ インターンシップ応募・参加

◎ ナビサイトへの登録、
 （プレ）エントリー 
◎ 企業説明会への参加

◎ 入社・入職

夏以降も採用活動を続
ける企業は多くあります

◎ ES（エントリーシート）提出、 
 適性検査受検
◎ 面接、 
 グループディスカッション等

法学部の卒業生は様々な分野で活躍しています。学生時代に徹底的に学んだ
経験と大きく広げた視野は、自らの将来の選択肢を多く持つことにつながって
います。
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一般企業
　会社は、営業、人事、総務、法務、経理な
ど様々な職種の融合体です。どの職種でも
共通して求められるのは理解力、分析、行動
力、コミュニケーション能力といった根本的
な力です。法学部では専門科目以外にも多
彩な科目が用意されており、そこで得た幅広
い見識や、自ら問いを見つけて解決に導く学
びはどの職種でも活きてきます。
　一口に民間企業と言っても様々な業種が
あり、上図のとおり法学部出身者の就職先
業種は多岐に渡っています。
　なお、法学・政治学を切り口に様々な社
会問題に触れるなかで、メディア業界に興味
を抱く学生も毎年多くいます。本学には大学
附属研究所の一つとして「メディア・コミュ
ニケーション研究所」が設置されており、入
所試験に合格すると通常の授業とは別に専
門的な研究を行うことができます。

法曹（裁判官、検察官、弁護士）
　訴訟、調停、法律相談などの一般民事事
件、日本企業の海外進出等をサポートする
企業法務など、法律が必要とされる場面は
拡大・深化し、質の高い法律家が求められ
ています。
　慶應義塾のロースクールは司法試験合
格者数上位の実績があり、卒業生は司法機
関、行政機関、法律事務所、企業内、グロー
バルな領域などでそれぞれ力を発揮してい
ます。
　ロースクールに入学するには入試に合格す
る必要がありますが、法学部の教授陣はロー
スクールの教授を兼ねる場合もあり、学部
生の時からゼミなどで法的な思考を身につけ
ることができます。

公務員
　変化の激しい社会の中で、公務員も強い
変革の力と柔軟な発想力が必要とされてい

ます。自ら求めれば精一杯応えてくれる法学
部の教育環境で培われる、物事を批判的に
考える力、問題点を意識して自身の思考を深
め表現する力は官僚としての確かなベースと
なることでしょう。
　国の政治を支える国家公務員総合職のほ
か、各省庁でエキスパートとして活躍する国
家専門職、身近な行政の担い手である地方
自治体職員や、国境に捉われず世界を舞台
に課題解決に取り組む国際公務員など、公
務員も個々の志望によって様々な選択肢が
あります。

※慶應義塾大学法学部は、法律学・政治
学等の学修を授業以外でも支援する目的で、
法学研究所という機関を有しています。所定
の手続きを済ませた研修生は、随時開催さ
れる講演会・研究会等に参加することがで
き、法曹や国家公務員等のキャリアを考え
る一助となっているようです。

卒
業
後
に
活
躍
し
て
い
る
主
な
分
野

業
種
別
就
職
及
び
進
学
等
状
況

＊ 数字は人数。
＊ 2022年5月1日現在の原則として本人からの進路届に基づく。
＊ 2021年9月の卒業・修了者を含む。
＊ 就職者に進学就職者（進学と就職のどちらにも当てはまる者）を含む。

公務（教育公務員除く）　［24］

建設業　［3］

不動産業、物品賃貸業　［23］

運輸業、郵便業　［18］

教育学習支援業　［11］

分類不能の産業　［2］

電力・ガス・水道・熱供給業　［11］

医療・福祉業　［1］

農林・漁・鉱業　［0］

教育学習支援業　［2］

運輸業、郵便業　［13］

サービス業　［26］

不動産業、物品賃貸業　［17］

医療・福祉業　［4］

建設業　［10］

電力・ガス・水道・熱供給業　［1］

農林・漁・鉱業　［1］

分類不能の産業　［15］

法律学科
計665人

政治学科
計642人

学術研究、
専門・技術サービス業

［70］

金融・保険業
［123］

情報通信業
［63］

製造業
［51］

卸売・小売業
［33］

公務
（教育公務員除く）

［30］

学術研究、
専門・技術サービス業

［107］

情報通信業
［82］

製造業
［59］

卸売・小売業
［54］

サービス業
［31］

金融・保険業
［127］

進学者数
［121］

その他
［85］

進学者数
［28］

その他
［61］

31



極めがいのある仕事

　法律家の世界に馴染みのない方は、弁護

士というと、裁判所で喧々諤々やり合う姿

を想像されるかもしれません。しかし、実際

の弁護士の仕事は、裁判に限らず、多種多

様です。私自身、企業間の訴訟に加え、新

規事業の法的問題点の検討や、クロスボー

ダーのM&Aなど、幅広い案件に関与してい

ます。

　一つとして事実関係が同じ案件はなく、

また法改正等により頻繁にルールが変容す

るにもかかわらず、ビジネスの世界の厳しい

タイムスケジュールの中で、依頼者の期待

以上の成果を出し続けることは、決して容

易ではありません。しかし、簡単にこなせる

ような仕事だったら、きっとすぐに飽きが来

てしまうでしょう。困難だからこそ、極めが

いのある道だと思っています。

学生生活を振り返って

　1・2年生の頃は、中高一貫校で一つの

部活動に打ち込んだ反動からか、サーク

ルなど特定の活動に熱中することはなく、

ヨーロッパを周遊したり、ひたすら映画を観

たり、自由度の高い生活をしていました。当

時は何も考えていませんでしたが、今振り返

ると、素晴らしい景色や作品に触れること

も貴重な学びであったと思います。

　その後3年生になり、再び打ち込めるも

のが欲しくなったのか、おもむろに司法試

験の勉強を始めました。

受験生の皆さんへ

　慶應義塾大学の最も良いところは、優秀

な人たちが集まる点だと思います。人間、周

囲の環境に引っ張られるものです。私自身、

慶應義塾大学に入学し、法律家を目指す友

人の多い環境に身を置くことがなければ、

弁護士は進路の選択肢に入らなかったかも

しれません。怠け者の私が大学院入試や司

法試験を突破できたのも、友人の頑張る姿

が、負けていられないと思わせてくれたから

です。皆さんにも、ぜひ慶應義塾大学に入

学し、ご自身の可能性を大いに広げて欲し

いと思います。

　なお、かつての自分もそうでしたが、「将

来何をしたいのか分からない」という方に

は、法学部をお勧めします。将来何をするに

せよ、社会で活動することになるわけです

から、社会のルールを学んでおいて損はあ

りません。

柳田国際法律事務所
弁護士

鈴木隆太郎 さん
（すずき りゅうたろう）

法律学科 2013年卒業
（東京大学大学院法学政治学研究科
2015年修了）

友人からの
刺激で
弁護士の道へ
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国際機関で
途上国開発に取り組む

　「What is the most important thing 

in your life？」そう問われた時、皆さんは

何と答えるでしょうか。仕事や家族等「生き

甲斐」が最も大切だと考えていた中学生の

私は、スリランカの中学生との交流を通じ、

そもそも生きていくために必要な水・食料

が手に入らない人々が多くいることを知り

ました。以来、途上国開発に関連するキャ

リアを築いています。現在は、国際開発金

融機関の一つであるアフリカ開発銀行本

部のジェンダー部に所属し、プロジェクト

における女性の地位向上や男女平等推進、

他ドナーとのパートナーシップ構築を担当

しています。途上国での活動は困難も多い

ですが、地域開発銀行として裨益者に近い

位置で事業を構築でき、また、新型コロナ

感染症対策や近年増えつつある自然災害

に対して緊急財政支援等のオペレーション

を迅速に行える点において、非常にやりが

いを感じています。

英国大学院をめざして

　大学入学時より、英国大学院での修士号

取得を計画していたため、行政学や国際政

治経済を中心に学問の基礎を固め、英語で

行われる講義等も積極的に履修しました。

政治学科では、選択科目が幅広く用意され

ていたため、地域社会学の授業を通して一

般教養を深め、哲学や論理学等の授業を

通してその後の論文執筆に必要な知識を身

につけました。また、所属していたゼミナー

ル（粕谷裕子先生の途上国比較政治研究）

では、英語の論文を含め様々な文献を読み

ゼミ生と議論を重ね、研究手法に関しても

多くのアドバイスをいただき、大学院での研

究の礎となりました。

自分を飛躍させてみませんか？

　法学部政治学科には様々な目標を持っ

た学生が集まっているため、周りに流されず

自分の目的に邁進することができます。開

発学でのキャリア構築を心に決めていた私

は、大学院進学に必要な成績・単位を早い

段階で取得して交換留学に参加したり、長

期休暇はNYの INGOや国連でのインター

ンに勤しみました。法学部での4年間は

様々な機会がフレキシブルに与えられるた

め、自ら設定した目標に必要なタスクを、自

らの裁量で設定し、逆算して計画立てるこ

とができます。自身を飛躍させてくれる環境

に、是非チャレンジしてみませんか？

アフリカ開発銀行本部
ジェンダースペシャリスト
（取材当時）

児玉 クルトワ 早織 さん
（こだま クルトワ さおり）

政治学科 2015年卒業
（The London School of 
Economics and Political 
Science 2016年修了）

目標に向かう
メニューが
揃う場所

2020年国際女性の日を記念するキャン
ペーンにて。（右から2人目が児玉さん）

活躍する卒業生
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日本外交の一翼として

　外務省国際貿易課は、日本の経済外交

を担い、多角的自由貿易体制の維持強化

に日夜取り組んでいます。実際の業務は多

岐にわたりますが、難しい国内調整の末に

自分が作成した対処方針が世界貿易機関

（WTO）で発言された時や、作成に貢献し

た首脳レベルの声明が発出された時には、

微力ながらも日本外交の一翼となれている

ことに胸が熱くなりました。最近では新型

コロナの影響でオンライン国際会議が主流

となり夜遅くまで仕事が続くこともあります

が、日本のために世の中で自分にしかでき

ない仕事がある、という思いで日々精進して

います。

世界の中の日本を意識

　慶應での彩り豊かな経験が、現在の仕事

に繋がる経済外交への関心や日本人として

の矜持を醸成してくれました。米国に交換

留学した際には、激しい米中貿易対立の中

でTPP等経済秩序を粘り強く先導する日

本が評価されている姿を目の当たりにし、

日本の経済外交に人生を懸けたいという思

いが芽生えました。また、10以上の国際交

流プログラムに参加したことで、慶應の恵

まれた環境で社会から投資を受けているこ

とを実感し、日本のため、100年後の国益

のために働きたいと思い、気が付けば外務

省の門を叩いていました。

校舎を追い出されても!?

　尊敬する友人と「考え抜いた経験」は、

今でも自身を支える思考体力の源です。日

吉では英語ディベートのサークル活動に力

を入れ、答えのない問を夢中になって考えま

した。法学部は3、4年次でのゼミ活動が

充実しており、毎週ゼミの前日には校舎か

ら追い出されても国際経済法の判例を片手

に議論を重ね、徹夜で2限の授業に駆け込

んだのは甘酸っぱい思い出です。

なぜ大学にいくのでしょうか。

　部活や塾からの帰り道に一度、なぜ大学

にいくのか、考えてみてください。ひとつひ

とつの行動に意義をもたせることで自分で

は想像もしなかった濃密な時間を過ごすこ

とができると思います。考えて進んだ先に

慶應義塾大学法学部があったとすれば、そ

こでの時間や出会いはあなたの人生の至宝

になる、と自信をもってお伝えしたいです。

外務省

小林沙衣 さん
（こばやし さえ）

法律学科 2020年卒業

サークルや
ゼミで
鍛え上げた
“思考体力”
が武器に
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答えを求めて

　まず現場へ。大学4年間、そして入社し

て10年間、私の変わらないスタイルです。

　なぜ戦争はなくならないのか。なぜ政治

家は人々が反対する政策を進めるのか。な

ぜ誰かを差別する人がいるのか―。この

答えが知りたいと、私は法学部政治学科に

入りました。そこでの4年間は、福島から出

てきた自分の視野を広め、考えを深めるチャ

ンスをくれました。

頭とカラダで学んだ日々

　政治や法律に限らず、歴史、文化、教職

など興味をもった授業は可能な限り履修し

ました。高校の教科書に書かれたことや世

の中で「常識」と考えられていることは、見

方を変えると少し違って見えてくる―。そ

んな興味深い授業に、胸が高鳴る毎日で

した。

　教室での授業や読書だけでは飽き足ら

ず、私は多くの現場に行きました。南米や

フィリピン、ミャンマーにルーツをもつ子ど

もたちの学習支援に通い、タイ語の勉強の

ためにタイ料理店でアルバイトをし、長期

休みは東南アジアにバックパックに出かけ

ました。国会議員の事務所でインターンを

したり、米軍基地の問題に疑問をもって沖

縄に行ったりしたことも。できることは手当

たり次第挑戦し、友達とはグラス片手に朝

まで語り合いました。

なぜ？
の旅は仕事に続く

　それでもなぞは解けません。卒業しても

この問いに向き合いたいと考え、新聞記者

を志しました。現場に行き、人の話を聞く。

まずはストーリーを決めつけず、相手の立

場にたって物事を見つめてみる。すると、新

しく見えてくるものがあります。事件の容疑

者が抱えていた問題に目を向けてみたり、

外交的に対立する国の事情を探ってみた

り。大学で学んだことは、記者の仕事への

向き合い方にそのまま生きていると感じて

います。

　振り返れば、中高生の頃に参加した国際

交流の活動から、「なぜ」に向き合うきっか

けをもらったと思います。卒業から10年。

大学で出会った友人たちは様々なフィール

ドの最前線で、それぞれの思いを貫いて活

躍しています。そんな姿に励まされつつ、私

はこれからもとことん「なぜ」を追って現場

を歩きたいと思っています。

まず現場へ

朝日新聞社　社会部
記者

畑 宗太郎 さん
（はた そうたろう）

政治学科 2011年卒業

活躍する卒業生
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大学院への進学
Graduate School

大学卒業後、法律・政治に関する高度な専門教育を受けようとする場合には大
学院法学研究科へ、弁護士などの法曹をめざす場合には法務研究科（ロース
クール）へ進学し、さらに学問を深めることができます。法学研究科は、民事法
学、公法学、政治学の3つの専攻分野があります。

　大学院修士課程（2年）は、研究者や

高度の専門的知見を要する職業に就く

ために求められる能力を培うことを目的

とした課程です。

　修了後は就職するか、後期博士課程

（3年）に進学し研究を続けるのが一般

的です。

　修士課程を修了した学生の多くは、一

般企業に就職しています。後期博士課程

を修了した学生は、大学教員や研究者

のほか、各種研究機関の職員や国際公

務員になる者もいます。

　大学院法学研究科修士課程には一般

の大学院課程に加え「専修コース」も設

置されています。今日、様々な分野で、よ

り高度な専門的知識を持つ人材が必要

とされています。実社会の要請に応える

ものとして設置されたものです。

　政治学専攻修士課程に設置されてい

る「公共政策」と「ジャーナリズム」、

公法学専攻修士課程に設置されている

「宇宙法」の専修コースがあります。

　大学院に進学するにあたって、通常の

入試の他に、推薦入試制度があります。

これは本塾法学部第4学年に在学する

成績優秀な学生に対して修士課程入学

試験の第一次試験を免除するものです。

　宇宙開発利用は、1957年に始まった比較的新しい活動ですが、市民生活の安全・利便性向上、地
球規模課題への取組み、安全保障向上などさまざまな側面において、いまや地球社会運営の不可欠の
基盤に成長しています。その結果、宇宙に特有の法律上の課題も浮上しました。そこで、宇宙を対象と
する広範な業務に携わることを目指して、宇宙法専修コースでは、ロケットや衛星の地上落下などに起
因する第三者賠償、宇宙ゴミ問題、軌道上の衛星に担保権的権利を設定する場合の地上とは異なる
問題点、宇宙保険、衛星の輸出管理、宇宙観光問題など宇宙活動についての法律問題を学びます。
　先輩のなかには、民間ロケット打上げに携わる人もいます。また、衛星リモートセンシングや衛星通
信関係法人に勤務する人もいます。宇宙を対象とするビジネスに広く興味のある人向けのコースです。

　公共政策専修コースの目的は、将来、政治家や公務員を目指す人だけでなく、広く公共的な問題の
解決に向けて活動しようとする人びとに対して、政治学的な視点から公共政策の見方・考え方を習得
してもらうことにあります。したがって実務的な専門能力を重視するいわゆる公共政策大学院とは異な
り、政治学というアカデミックな視点から公共政策の修士論文を作成するのが必修となっています。
　将来のキャリア形成に役立つだけでなく、どの世界でも通用する人材を育てます。

　ジャーナリズム専修コースは、優れたジャーナリストの育成を目的に設置されました。優れたジャー
ナリストとは、旺盛な好奇心、そして豊富な情報や知識をもち、それらをもとに適切な判断を行い、社
会に役立つ情報、すなわち社会の諸問題に関する報道・解説・論評を世に問う人たちを指します。
　修士論文を執筆することを通して、ジャーナリズムだけでなく、重要な社会問題についての視点を学
ぶこともできます。文章力を磨いたり、メディアの実状を知ることのできる、実践的な科目の履修もでき
ます。
　ジャーナリズムやマス・コミュニケーションを専攻するスタッフが、工夫を凝らした熱心な指導を行い、
これまで数多くのジャーナリストがこのコースから巣立っていきました。

法
学
研
究
科
へ
の
進
学

宇宙法
専修コース

公共政策
専修コース

ジャーナリズム
専修コース

専
修
コ
ー
ス
紹
介

2022年
司法試験の大学院別
合格者・合格率

合格者 上位5校 （人）

京都 119

東京 117

慶應義塾 104

早稲田 104

一橋 66

合格率 上位5校 （%）

京都 68.0

東京 60.9

一橋 60.0

慶應義塾 57.5

東北 56.3
＊予備試験合格者は除く、合格率では受験者数10人未満を除く
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　裁判官、検察官、弁護士になるなんて勉強嫌いな自分には無理、そう思っていませんか？

　勉強が大変なことは否定できませんが、慶應義塾大学ロースクールは日本最高峰の先生方の講義、卒業生

の方々によるバックアップなどにより、司法試験合格のための自信を得られる場所です。大学4年間はサーク

ル活動に浸かりきっていた私ですが、ロースクールでは同じ志を持つ仲間と司法試験に向け日々切磋琢磨に

努めています。もちろん、おいしいスイーツを食べたり好きな音楽についておしゃべりをしたりと学生生活には

楽しいこともたくさんありますよ。

　法律の世界って面白いな、と思った時には、みなさんの将来の選択肢のひとつにロースクール進学を加え

ていただけると嬉しいです。

法
務
研
究
科
へ
の
進
学

　法科大学院は、法曹（弁護士、検察官、
裁判官）に必要な学識及び能力を培うこと
を目的とした専門職大学院です。修了すると
司法試験の受験資格と法務博士（専門職）
の専門職学位が取得できます。
　慶應義塾大学法科大学院は、理論と実務
の架け橋という法科大学院の理念に加えて、
国際性、学際性、先端性の3つを教育理念
として、21世紀社会を先導する法曹を養成
します。
　具体的には、法学未修者コース1年次で
集中的に基礎的な法的素養を身につけ、2
年次、3年次で応用的な法的思考力を養成
し、各自の専門性に磨きをかけます。

入学定員：220名
［法学未修者コース（3年制）］　約50名
［法学既修者コース（2年制）］　約170名

https://www.ls.keio.ac.jp

 カリキュラム 

必修科目
　「法律基本科目」と「法律実務基礎科目」
から編成される必修科目群は、司法試験に
おいて重要視されると考えられ、法曹として
も必須の法律知識を養う科目群です。法律
的な基礎力と応用力を磨くために、独自の
オリジナル教材を開発しています。

選択科目
　基本的な法律知識を徹底的に身につける
必修科目群に加え、多彩な広がりと専門的
な深みを兼ね備えた選択科目群です。基礎
法学・隣接科目のほか、展開・先端科目と
して8つの領域（公法系、民事系、刑事系、
社会法系、国際系、学際系、外国法基礎系、
グローバル系）で多彩な専門科目を展開し
ています。

ワークショップ・プログラム
　必修科目群と選択科目群の頂点に位置

づけられる「ワークショップ・プログラム
（WP）」では、企業法務、金融法務、知的財
産法務などの各分野の第一線で活躍する実
務家教員と、先端研究を行っている研究者
教員の指導のもと、実践的かつ総合的な教
育を受けることができます。

法曹養成専攻［法科大学院（ロースクール）］

グローバル法務専攻（LL.M.）

　グローバル法務専攻（LL.M.コース）は、
グローバル・フィールドで活躍するグローバ
ル法曹・グローバル法務専門職を養成する
ために、英語を使用言語として、原則1年間
（パートタイムで1.5年または2年）で学位
を取得することができる専門職大学院です。
完全セメスター制で、4月入学と9月入学の
選択が可能です。
　定員30人の少人数教育を徹底し、世界各
国から国際的なバックグラウンドを持った学
生が集まる環境の中で、すべての授業を英
語で実施します。教員も、日本で活躍するア
メリカ人弁護士や渉外法務の第一線で活躍
する日本人弁護士など実務家教員を中心に

構成されています。

 カリキュラム 

　カリキュラムは、9つの科目群からなり、
日本やアジアの法制度について習得し、英
語で発信する能力を身につけつつ、最先端
のグローバル・ビジネス法務やグローバル・
セキュリティー法務を学び、かつドラフティ
ング・交渉・仲裁・模擬裁判などの実務トレー
ニングを受けるというチャレンジングなもの
となっています。

 留学など 

　アメリカ、アジア、オーストラリアなどの環
太平洋諸国との提携を推進し、短期の海外
研修や半年の留学制度、ワシントン大学（シ
アトル）やハノイ法科大学、ホーチミン市経
済法科大学等とのダブル・ディグリー制度な
どを用意し、海外での拠点形成・ネットワー
ク形成を支援します。

法曹コース科目を含む所定の法律学科
の科目を優秀な成績で単位修得した法
学部生について3年で学部を卒業し、法
曹養成専攻の法学既修者コースに入学
を認める制度です。

法学既修者コース特別選抜入試制度

渉外法律事務所、グローバル企業法務
部、国連等国際機関など。

修了後は、司法試験、司法修習を経て、
主に裁判官・検察官・弁護士等として
活躍することになります。

進 路

進 路

ロースクールのススメ 法科大学院 修了
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法学部の入試制度等
Entrance Examination

法学部では経験を異にする学生たちが互いに切磋琢磨しあう環境の中でこそ、法
律学や政治学の修得がより実り豊かなものになると考えています。そのため、さ
まざまな個性を持った学生が集まるよう入試制度の多様化を図っています。
※詳細については、一般選抜要項や各入試の募集要項、慶應義塾大学ウェブサイトの入
学案内ページを必ずご確認ください。

指定校による推薦入学

指定校からの学校長推薦に基づく推薦入学制度です。学業
以外にも優れた実績を持つ、個性豊かな学生を求めています。
例年6月頃に、推薦を依頼する高等学校宛に募集要項等を
送付しています。詳しくは、高等学校の進路指導の先生に確
認してください。出願は11月頃です。

一般選抜

筆記試験の得点で学力をはかろうとする入試制度です。
多くの学生がこの方式で入学しています。

　日本への留学を決めたのは高校2年生

の時でしたが、そもそも大学へ進学する

か専門学校に進学するかも決めていませ

んでした。慶應義塾の法学部をめざすよ

うになったのは、高校卒業後の語学研修

の時です。政治学分野では研究・教育両

面において、慶應義塾が日本を代表する

大学の一つであることはすぐにわかりま

した。

　法学部政治学科の魅力は学びの幅広

さだと思います。私も今は大学の教壇に

立っており、いくつかの大学で教えてきま

したが、ここまでカリキュラムが充実した

大学は日本では非常に限られています。

中でも私が最も力を入れたのはデータ分

析（統計情報処理など）の授業でした。

当時はデータサイエンスのブームが到来

する前だったこともあり、少人数の授業で

した。ゼミに所属していなかった私にとっ

ては、先生からきめ細かな指導を頂く貴

重な場でした。統計学の政治学への応用

は今となっては私の専門です。現在も政

治データ分析やデータサイエンスを教え

ており、当時の先生方とは今は仲間とし

て研究を進めております。

帰国生・IB入試

海外の高校出身者や、日本国内で国際バカロレア資格（IB 
Diploma）を取得した者を、法学部の国際化の視点から受け
入れようとする入試制度です。あわせて法律学科10名、政治
学科10名の募集があります。

塾内進学

慶應義塾では一貫教育によって、多彩な学生を育んでいます。
こうした学生を慶應義塾が設置する五つの高校（高等学校 / 
女子高等学校 / 志木高等学校 / ニューヨーク学院 / 湘南藤
沢高等部）から受け入れているのが塾内進学です。

留学生入試

海外の中学校および高校出身の留学生が対象の入試制度で
す。例年、募集要項発表は6月下旬、出願期間は10月下旬で
す。法律学科10名、政治学科10名の募集があります。

FIT入試

FIT入試は、この学生を「教えてみたい」という法学部教員と、
第一志望で慶應義塾大学法学部法律学科・政治学科で「勉
強したい」学生との良好な相性（fit）を実現しようとする法学
部独自の入試制度です。FIT入試（A方式、B方式）では、主
体性、社会性、想像力、コミュニケーション能力など、積極的
に社会で活躍し、発信する能力を評価します。

関西大学総合情報学部
准教授

宋 財泫 さん
（そん じぇひょん; SONG JAEHYUN）

大韓民国（ソウル）出身
政治学科 2012年卒業（2006年入学）
神戸大学大学院法学研究科 2018年修了

留学生入試
卒業生インタビュー

1

5

3

4

6

2

慶應義塾大学入学センター
〒108-8345 東京都港区三田2-15-45　
TEL：03-5427-1566
入学案内ページ　 https://www.keio.ac.jp/ja/admissions/

問合せ
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奨学金制度
Scholarship Options

慶應義塾大学では、創立者福澤諭吉の「天は人の上に人を造らず、人の下に人
を造らず」の精神のもと、教育の機会均等を図るため、多くの方々のご協力を
いただきながら、学生への支援を積極的に行っています。

経
済
支
援

海
外
学
習
支
援

入
学
後

学
業
支
援

入
学
前

学 内 学 外

慶應義塾大学給費奨学金

指定寄付奨学金（育英型）

慶應義塾維持会奨学金

民間団体・地方公共団体奨学金

文部科学省　トビタテ！留学JAPAN

留学のための奨学金（各プログラム）

指定寄付奨学金（留学支援）

慶應義塾大学 創立150年記念奨学金
海外学習支援

学問のすゝ め奨学金

国による「高等教育の修学支援新制度」
［高校予約採用］

慶應義塾大学修学支援奨学金

指定寄付奨学金（経済状況重視型）

国による「高等教育の修学支援新制度」
［在学採用 / 家計急変時の採用］

日本学生支援機構奨学金
［高校予約採用］

民間団体・地方公共団体奨学金

日本学生支援機構奨学金
［無利息・有利息］

日本学生支援機構奨学金
［短期留学 有利息］

日本学生支援機構奨学金
［海外 有利息］

日本学生支援機構奨学金
［緊急採用 無利息 / 応急採用 有利息］

給 付 型 貸与 型

39



共通科目の先生（語学・人文科学・自然科学）

英語　   

教授 鈴木 透 アメリカ文化研究 / 現代アメリカ論

 横山千晶 19世紀イギリス文学および文化

 奥田暁代 アメリカ文学 / アメリカ研究

 熊代敏行 認知言語学 / 日本語学

 篠原俊吾 言語学

 常山菜穂子 アメリカ演劇文化研究

 大和田俊之 アメリカ文学 / ポピュラー音楽研究

 佐藤元状 イギリス文学 / イギリス映画研究

 ヘンク，ニコラス 古代ローマ史 / 現代中央アメリカ政治

 有光道生 アメリカ文学 / 比較文学 / 人種理論

准教授 近藤康裕 イギリス文学 / 文化研究

 大野真澄 応用言語学

 古賀裕章 言語学（認知・機能類型論）

 平沢慎也  言語学（英語学・認知言語学）

専任講師 永嶋 友 イギリス文学

 星野真志 20世紀以降のイギリス文化と社会

ドイツ語　   

教授 許 光俊 芸術 / 文学

 三瓶 愼一 ドイツ語学 / 現代ドイツ研究

専任講師 橘 宏亮 近代ドイツ文学

フランス語　  

教授 大出 敦 19世紀フランス文学（ステファヌ・マラルメ）

 笠井裕之 20世紀フランス文学

准教授 楢橋・アンリ ナタリー 日本文学（大正期・昭和初期の女性作家）

 岩下 綾 16世紀フランス文学（フランソワ・ラブレー）

 綾部麻美 20世紀フランス詩

専任教師 村上由美 19世紀フランス詩

中国語　   

教授 安田 淳 現代中国の安全保障

 林 秀光 現代中国政治

 磯部 靖 現代中国政治

准教授 島田美和 中国語 / 地域文化論

朝鮮語　   

教授 礒﨑敦仁 北朝鮮政治

スペイン語　  

教授 大久保教宏 ラテンアメリカ史 / キリスト教史 / 宗教学

 本谷裕子 ラテンアメリカ研究（メソアメリカ） / 

  文化人頬学 / 民族服飾学

 折井善果 スペイン文献学 / 比較思想史

専任講師 浜田和範 ラテンアメリカ文学

ロシア語　   

教授 熊野谷葉子 ロシア民俗学 / ロシア文化

アラビア語　  

専任講師 大隼エヴァ アラビア語 / 言語学

歴史　   

教授 片山杜秀  近代日本の思想と文化

物理学　   

教授 下村 裕 力学 / 流体物理学 / 乱流の統計理論

 小林宏充 プラズマ物理 / 流体力学

 杉本憲彦 地球物理学 / 気象学 / 地球流体力学

助教 森本睦子 宇宙工学 / ミッションデザイン / 軌道設計

生物学　   

准教授 小野裕剛 発生生物学 / 分子遺伝学

専任講師 坪川達也 分子神経生物学 / 発生生物学

 林 良信 昆虫社会学 / 進化ゲノム学

化学　   

准教授 志村 正 有機金属化学 / 高分子化学 / 電気化学

専任講師 土居志織 酵素化学 / 応用微生物学

心理学　   

専任講師 田谷修一郎 実験心理学（知覚・認知）

共通科目
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法律学科・政治学科の先生

憲法　   

教授 小山 剛 憲法

 駒村圭吾 憲法 / 言論法

民事法　   

教授 北澤安紀 国際私法

 武川幸嗣 民法

 田髙寛貴 民法

 君嶋祐子 知的財産法

 丸山絵美子 民法

准教授 岩川隆嗣 民法

刑事法　   

教授 太田達也 刑事司法 / 被害者学 / アジア法

 亀井源太郎 刑事法

 オステン, フィリップ 刑法 / 国際刑法 / 司法制度論

 佐藤拓磨 刑法

准教授 薮中 悠 刑法

商法　   

教授  鈴木千佳子 商法

 杉田貴洋 商法

 柳 明昌 商法

 松元暢子 商法

民事手続法　  

教授 大濱しのぶ 民事訴訟法 / 民事執行法

専任講師 金 美紗 民事訴訟法

行政法　   

教授  青木淳一 行政法 / 公益事業法

租税法　   

教授 吉村典久 租税法 / 国際租税法

環境法　   

教授 戸部真澄 環境法

社会法　   

教授 田村次朗 経済法 / 国際経済法

 内藤 恵 労働法 / 社会保障法

国際法　   

准教授 武井良修 国際法 / 海洋法

専任講師 尹 仁河 国際法

外国法　   

教授 前田美千代 ラテンアメリカ法

法哲学　   

教授 大屋雄裕 法哲学

法制史　   

教授 岩谷十郎 日本法制史

 出口雄一 日本法制史

准教授  薮本将典 西洋法制史

政治思想　   

教授 堤林 剣 近代政治思想史

 田上雅徳 西欧政治思想史

 大久保健晴 東洋政治思想史 / 比較政治思想史

政治・社会　  

教授 麻生良文 公共経済学 / 財政学

 河野武司 現代政治理論（合理的選択，民主主義） / 

  計量政治分析

 澤井 敦 現代社会理論 / 社会学史 / 死の社会学

 塩原良和 社会変動論 / 多文化主義（多文化共生）論

 竹ノ下弘久 社会階層論 / 社会学

 山腰修三 マス・コミュニケーション論 / 政治社会学

 烏谷昌幸 ジャーナリズム論 / 政治社会論

 大林啓吾 アメリカの司法と政治

准教授 築山宏樹 政治過程論 / 政治理論基礎

 笠井賢紀 地域社会論 / 質的社会調査法（生活史法）

 小田勇樹 行政学 / 公共経営 / 公務員制度

日本政治　   

教授 玉井 清 近代日本政治史（政党，選挙，メディア）

 小川原正道 日本政治史 / 日本政治思想史

 奥 健太郎 近現代日本政治史

准教授 松浦淳介 現代日本政治論 / 立法過程論

専任講師 長野 晃 政治哲学 / 政治思想史

客員教授 増山幹高 立法過程論 / 計量政治分析

地域研究・比較政治　  

教授 高橋伸夫 中国現代政治史

 出岡直也 現代ラテン・アメリカ政治論 / 

  ラテン・アメリカ政治史

 岡山 裕 アメリカ政治・政治史

 粕谷祐子 途上国比較政治 / フィリピン政治 / 政治制度論

 杉木明子 現代アフリカ政治 / 国際関係論

 小嶋華津子 現代中国政治

 大串 敦 ロシアおよびその他の旧ソ連諸国の政治

 錦田愛子 現代中東政治 / パレスチナ研究 / 

  移民・難民研究

国際政治　   

教授 山本信人 東南アジア地域研究

 細谷雄一 外交史 / 国際政治学

 宮岡 勲 国際政治理論 / 安全保障研究

 西野純也 現代韓国朝鮮政治 / 東アジア国際政治

 森 聡 現代国際政治

 井上正也 日本外交史

政治学科法律学科




